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東
高
、
初
戦
に
逆
転
負
け 

 

第
百
十
四
回
北
信
越
高
校
野

球
石
川
県
大
会
に
出
場
し
た
金

沢
学
院
東
高
校
は
四
月
二
十
九

日
、
初
戦
の
２
回
戦
で
北
陸
大

谷
と
対
戦
し
、
延
長
十
四
回
に

３
―
４
で
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

を
喫
し
ま
し
た
。
東
高
は
三
回 

表
に
先
制
点
＝
写
真
左
＝
を
挙 

 
 
 
 
 
 
 

げ
ま
し
た
が

四
回
に
追
い 

つ
か
れ
、
延 

長
十
一
回
と 

十
四
回
に
も 

勝
ち
越
し
た 

も
の
の
、
逃 

げ
切
れ
ま
せ 

ん
で
し
た
。 

東
高
校
出
身
学
生
の
話
を
聴

く
東
高
校
生
＝
４
号
館
講
堂 

解
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

東
高
校
出
身
の
学
生
が
自
分

の
学
習
内
容
や
大
学
・
短
大
の

特
徴
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
生
徒
は
学
校

紹
介
ビ
デ
オ
を
見
て
、
学
内
を

見
学
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
三
年
生

二
百
八
十
二
人
は
四
月
二
十
六

日
、
金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学

院
短
期
大
学
を
訪
れ
、
学
部
・

学
科
の
構
成
を
知
り
、
充
実
し

た
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

来
春
の
進
学
に
向
け
て
、
ま

ず
学
園
内
の
大
学
・
短
大
を
理 

県
外
出
身
者
20
人 

名
所
旧
跡
を
見
学 

 

金
沢
学
院
大
学
学
友
会
主
催

の
「
金
沢
さ
ん
ぽ
」
は
四
月
十

五
日
に
行
わ
れ
、
石
川
県
外
出

身
の
新
入
生
約
二
十
人
が
兼
六

園
や
金
沢
城
、
長
町
武
家
屋
敷
、

野
田
山
な
ど
名
所
旧
跡
を
見
学

し
ま
し
た
。 

 

東
茶
屋
街
＝
写
真
下
＝
で
は

伝
統
的
建
造
物
の
町
並
み
に
目

を
見
張
り
、
城
下
町
金
沢
の
風

情
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

 

 

来
春
の
就
職
に
向
け
ス
タ
ー
ト 

学
院
大
・
短
大
の
学
内
合
同
面
接
会 

 

金
沢
学
院
大
学
と
金
沢
学
院
短
期
大
学
の
学

内
合
同
就
職
面
接
会
は
四
月
二
十
日
、
第
一
体

育
館
で
行
わ
れ
、
大
学
四
年
生
、
短
大
二
年
生

が
来
年
春
の
就
職
に
向
け
て
本
格
的
な
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
面
接
会
に
は
過
去
最

高
の
九
十
七
社
が
参
加
し
、
各
ブ
ー
ス
で
は
、

訪
れ
た
学
生
が
事
業
内
容
や
採
用
条
件
に
つ
い

て
説
明
を
聞
き
、
自
己
紹
介
票
を
提
出
し
て
自

己
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
ま
し
た
。 

▲ 
企業の採用担当者から事

業の内容について説明を

聞く学生＝第一体育館 

 

学
院
大
・
短
大
を
知
ろ
う 

 

東
高
３
年
生
が
見
学
会 

 

開
場
に
先
立
ち
、
上
山
夏
樹

副
理
事
長
と
田
中
晴
人
全
学
就

職
委
員
長
が
「
こ
の
面
接
会
が

一
人
で
も
多
く
の
学
生
の
就
職

に
結
び
つ
く
よ
う
願
う
」
と
挨 

 

金
沢
の
歴
史
と
文
化
を
知
ろ
う

 

 

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
生
が 

三
文
豪
記
念
館
な
ど
巡
る 

 

今
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学
部

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
新

入
生
百
十
人
は
四
月
二
十
四
日

か
ら
五
月
八
日
ま
で
三
班
に
分

か
れ
、
金
沢
市
内
の
文
化
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。
徳
田
秋
聲

記
念
館
＝
写
真
上
＝
で
は
、
復

元
さ
れ
た
書
斎
や
直
筆
の
原
稿

な
ど
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

拶
し
ま
し
た
。 

 

景
気
の
拡
大
で
企
業
の
採
用

予
定
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
五

回
目
の
今
回
は
最
も
多
い
九
十

七
社
が
参
加
し
ま
し
た
。 

黒
や
グ
レ
ー
の
ス
ー
ツ
を
着

込
ん
だ
学
生
は
、
志
望
す
る
業

種
や
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
並

び
、
採
用
担
当
者
か
ら
採
用
予 

定
や
会
社
説
明
会
、
採
用
試
験

な
ど
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

就
職
教
育
講
座
ス
タ
ー
ト 

 

金
沢
学
院
大
学
三
年
生
を
対

象
と
し
た
就
職
教
育
講
座
は
四

月
十
四
日
、
一
月
末
ま
で
週
一

回
の
日
程
で
始
ま
り
ま
し
た
。

初
回
は
文
章
作
成
能
力
向
上
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

過
去
最
高
の
９７
社
参
加 

学
友
会
が
バ
ス
ケ
大
会 

 

金
沢
学
院
大
学
学
友
会
主

催
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
四
月
二
十
九
日
、
第
一

体
育
館
で
行
わ
れ
、
10
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
と
上

位
四
チ
ー
ム
に
よ
る
プ
レ
ー

オ
フ
の
結
果
、Ｇ
チ
ー
ム（
文

化
財
学
科
二
年
生
）
＝
写
真

左
＝
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

 

金
沢
学
院
大
学
と
金
沢
学
院
短
期
大
学
の
学

内
合
同
就
職
面
接
会
は
四
月
二
十
日
、
第
一
体

育
館
で
行
わ
れ
、
大
学
四
年
生
、
短
大
二
年
生

が
来
年
春
の
就
職
に
向
け
て
本
格
的
な
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
面
接
会
に
は
過
去
最

高
の
九
十
七
社
が
参
加
し
、
各
ブ
ー
ス
で
は
、

訪
れ
た
学
生
が
事
業
内
容
や
採
用
条
件
に
つ
い

て
説
明
を
聞
き
、
自
己
紹
介
票
を
提
出
し
て
自

己
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
ま
し
た
。 


